
◇大学祭 にお ける栄養 アセス メ ン ト体験 と栄養相談

実 施 日 時:平 成23年11月3日10:00～16:00(大 学祭期 間)

実 施 場 所:京 都女子大学C校 舎3階(C301、 　C310、　CC312)

主　　　 催:京 都女子大学食物栄養学科 ・栄養 ク リニ ック

後　　　 援:社 団法人全国栄養士養成施設協会

実施責任者:宮 崎 由子

実施分担者:中 山玲子、樹 山敦子、木戸詔子、 日野千 恵子、 田中清子、姜貴順

[目　　 的]

食物栄養学科 と栄養 ク リニ ック主催 によ り、下記の3つ を 目的 と して実施 した。

(1)健 康維持増進や疾病予防への啓蒙活動 の一環 と して、地域住民 お よび本学卒業生、大学

　　 生、高校生 を対象 に、栄養状態 を評価(ア セス メ ン ト)し 、身体状況 や食事面 か らの食

　　 育支援 として栄養相談を行 う。

(2)近 隣 の住民 の方 々が、 ご自分 の健康管理 に興味を持 ち栄養 ク リニ ックを利用 し、各種関

　　 連 イベ ン トに参加 して もらえ るよ う栄養 ク リニ ックの活動を紹介 す る。

(3)管 理栄養士 としての資格 を 目指す食物栄養学科3・4回 生 の学生達 が栄養 アセスメ ン ト

　　 を実施 して実践力 を身 につ けることで、専門職業人の育成 に役立 て る。

[実施 内容]

(1)身 体計測

①身長 と体重 を計測 し、 算 出式 によ り体格 指数(BMI)に よ り評価 し、 理想体 重 につ いて

　 詳 しく説明 した。

②肥満や低体重 な どでお悩 みの方 に、運動 や食事 による体重管理 につ いて ア ドバイスを行 っ

　 た。

(2)体 脂肪率測定

①体脂肪率を測定 し、体脂肪率が基準値より高 く栄養相談を希望される方には、その背景因

　 子を探 り、生活習慣の改善について支援 した。

②痩せの女性でも、筋肉量が少な く体脂肪が多い人には、誤 ったダイエットの危険性、正 し

　 い食事のとり方 と運動の重要性を説明 した。

(3)握 力測定

①握 力計(竹 井機器工業(株)製 、 グ リップD)に よ り左右 それぞれ の握力 を測定 した。

② 測定結 果を性別、年齢 別の基 準値を用 いてわか りやす く説 明 した。
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(4)血 圧測定

①全 自動血圧計((株)エ ル クエ ス ト製、UDEX　 Super)を 使用 して、拡張期血圧 と収縮期

　 血圧 を測定 した。

②正常一血圧、正常高値血圧、1度 高血圧、II度 高血圧、 皿度高血圧な どの判定基準 を示 し

　 なが ら測定結果 を説 明 した。

③血圧 は 日内変動 が大 き く個人 の生活パ ター ンによるた め、本 日の結果だ けでは断定 はで き

　 ないが、高血圧 の領域 に相 当す る方 には、減塩、体重管理 のための摂取エネルギーの コン

　 トロール、運動 の必要性 を説 明 した。

(5)骨 密度 の測定

①超音 波骨密度測定装置(古 野電気(株)製 、CM-200)を 使用 して、 右踵部 に超音波 を当

　 て、踵骨(し ょうこつ:か か と)の 骨密度 を測定 した。

②超音波法 は踵 の骨 を通過 す る際の速度 であ り、速 く通過す るほ ど丈夫で よい骨であ ること

　 を示 すため、 それを利用 して測定す ることを説 明 し、測定数値 につ いて、年代 ごとの骨量

　 と比較 しなが ら判定結 果 との関連 につ いて説 明 した。

(6)簡 易貧血検査

① 末梢血管 モニ タ リング装置(シ スメ ックス(株)製 、ASTRIM　 SU)を 使用 し、近赤外

　 分光画像計測法 によ り血 中ヘモ グロビン量 の測定 を行 って貧血検査 を実施 した。

②正確 な値 は採血 して検査 しな ければな らないが、採血 な しで迅速 に測定がで きるため、貧

　 血 の疑 いを検査 す るス ク リーニ ングと して利用 し、結果 につ いて説 明 した。

③鉄分 の多 い食品や鉄分 を効率 よ く吸収 でき る食 品の組 み合 わせ な どを紹介 した。

(7)栄 養 相談

① 栄養 アセ スメ ン トの結果を説明 し、健康 を維持増進す るための食生活 のア ドバ イスを、個

　 人相談の形 式で実施 した。

②朝食欠食な どの学生達が多 く 「食事 バ ラ ンスガイ ド」 の冊子 を提供 して、具体的 に分 か り

　 やす く食事 の摂取の仕方な どを説 明 した。 また骨密度、減量、貧血、筋 肉量 な どにつ いて

　 詳 しい媒体(冊 子)を 用 いて食教育 を実施 した。

③栄養 クリニック編集 「春 ・夏 ・秋 ・冬　 レシピBOOK」 を配布 してメニュー紹介を行 った。

(8)栄 養 ク リニ ックの活動紹介

①地域住民のための生 活習慣病対策講座、料理教室、季節の食卓を演 出す るテー ブル コーデ ィ

　 ネー ト講座、東 山区地域連携事業、病院 ・介護福祉施設 の管理 栄養士 な どを対象 とす る研

　 究会、卒業生 を対象 とす る生涯学習、附属小学校の ラ ンチ提供 と食育 な ど、 これまで に実

　 施 した事業 内容 や活動事例 につ いて、 リー フ レッ トを利用 して紹介 した。
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[評　 　価]

　参 加者398名(男 性116名 、女性282名)20歳 代か ら80歳 代 までの参加者が あ り、参加者 の年

代構 成を示 した。

年代構成

　 3つ の実習室を利用 して、受付係、誘導係、測定補助係 を学生(3・4回 生)の アルバ イター

17名 が分担 し、栄養相談 は栄養 クリニ ックおよび食物栄養 学科のスタ ッフ7名 が担当 した。398

名 の参加者 の大半 の方 々に栄養相談 を実施 したため、少 し待 って頂かな くて はいけない状態 と

な った。 しか し、高齢者や 中高年 の方 は、気軽 に骨密度 や血圧 を測定で きる機会があま りない

ので、助か ると喜んで参加 されていた。若 い女性 の参加者 も多か ったため貧血検査 も人気があ っ

た。
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[栄養 アセスメン トの一例]

(1)簡 易貧血測定

　年代別 ・性別 のヘ モグロ ビン値 を下記 に示 した。20～50歳 代 の成人男性のヘ モグロ ビン値が

13.Og/dlを 超え る者 を正常者、13.Og/d1以 下 の者 を要注意者、成人女性 のヘ モグロビン値が12.O

g/d1を 超 え る者 を正常者、12.Og/dl以 下 の者 を要注意者 として診断 した。 高齢者 の場合 では、

ヘモグ ロ ビン値が11 .Og/d1を 超 え る者 を正 常者、11.Og/dl以 下 の者 を要 注意者 とし、簡易貧血

の診断 を行 った。

　男性 よ り女性 の方 が、ヘ モグ ロビン値 は低 い傾 向を しめ した。簡易の貧血診断 をす ると、20

歳代 の女性 では、要注意者 の割合 は1割 未満 であ り、80歳 女性 の場合 と同 じで あ った。60歳 代

男女、70歳 代男性、80歳 代男性 は対象者 が少 ない こともあるが、全て正常者で あ り、20歳 代お

よび80歳 代 の女性 の約1割 が要注意者 とい う結果 であ った。

年 代 別 ヘモグ 鐸ビン平 均 値 　 　=398

(2)骨 密度 測定

　人気 の骨密 度の結果を紹介 す る。年 代別の骨密度 測定の結 果を次頁 の図に示 した。 当然 の結

果で あるが、 年代が上昇す るにつれて骨密度(超 音波速 度)は 低下 していた。 また、年代別原

発性骨粗懸症 の診 断基準 よ り、YAM(若 年成人平均値:20～44歳)の 数 値の80%以 上 を 「正

常」、YAMの70～80%未 満 を 「骨量減少」、　YAMの70%未 満 を 「骨粗懸症 の疑 い」 と評価 し、

原発性骨粗懸症 の診断 を行 った。

　骨粗懸症 の疑 いが ある方 は、40歳 代 か ら加齢 に伴 い徐 々にその割合 は増 加 して いた。

　60歳 以上 の全 対象者 で は76%が 「骨 粗霧症 の疑 い」 で あ り、14%が 「骨量減 少」、10%が

「正常」 で あ った。性別で見 る と骨粗霧症 の者 の割合 は男性 よ り女性 に多 く、年代別 でみる と、

加齢 に伴 い骨粗籟症疑 いの人 の割合 は高 くな り、80歳 代 では9割 以上 の方 に認 め られ た。 栄養
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相談 時には、年齢 ごとの標準値 よ り外 れてい る場 合 には、要注意 と して、 カル シウムや ビタ ミ

ンDの 多 く含む食品を紹介 し、 メニ ューの冊子 を配布 した。

　 全般 的 に栄養状 態を評価 す ると、 基準値か ら外れ る人 もみ られ たが、大半 の方が基準範囲 内

で あ り問題 はなか った。栄養 相談 で は、 「バ ラ ンス良 く食 べた い と思 うが良 くわか らない」、

「骨密度 が低 い」、 「貧血 であ る」、 「ダイエ ッ トを した い」、 「内臓脂肪 を減 らした い」、「筋 肉を

つ けたい」、「下宿 で1人 の食事 なので コ ンビニの食品 ばか りにな って いる」 な どの相談が多 く

見 られた。個 々人 の生 活スタイルを考慮 したわか りやす く具体的な支援 を行 った。

　参加者 か らは、貧血 や骨密度等 は普段 測れな いので、測定で きて良か った。 また客観的 に自

分 の栄養状態 や健康状 態を知 ることがで き、生活習慣 を見直す契機 となった との意見が多か っ

た。 アセス メン トの補助 を行 った学生 か らは、0般 の方 と触れ合 う機会が得 られ、測定す ると

きの注意 点な どを学 ぶ ことがで き良 か った との意見 と共 に、親切で丁寧な指導がで きるような

管理栄養士 にな りたい とい う思 いが強 くな った とい う感想 が多か った。 この ように大学祭 の期

間に栄養 アセス メン トおよび栄養相談 を実 施す ることで、大勢 の近隣 の方 々に参加 して頂 けた

ので、地域住民 の健康維持 や疾病 予防の啓発 に寄与で きた もの と考えて いる。 さ らには、管理

栄養士 を 目指 す学生 に とっては、貴 重な栄養 教育の トレーニ ングの場 にな り、勉学意識の向上

とともに実践力 を身 に付 け るの に役立 った と思われ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (宮 崎 由子)
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